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審 査 結 果 の 要 旨
遺伝情報の複製と分配は生命の根本事象であり,DNA複製機構の解明は分子生物学における最重要課
題の1つである｡論文提出者LenaRaniKundu氏は,真核生物におけるDNA複製の分子機構を解明する
目的で,複製因子Cdc6の機能解析を行った｡アフリカツメガェルの卵抽出液を用いた試験管内DNA複
製反応に精製cdc6を過剰に加えた結果,複製反応が阻害されることを兄いだした｡次に,複製開始複
合体形成 (originlicensing)から複製伸長反応の開始 (originfiring)にいたるDNA複製反応のどの段階が,
精製cdc6の添加により阻害されるかを解析した｡その結果,Originlicensing反応以降かつCDKによる
Originfiring以前の反応が,精製cdc6の添加により阻害されることを明らかにした｡さらに0riginfiring
に必須なMcm2-7複合体のリン酸化について解析を行った結果,クロマチン上のCdc7によるMcm4の
リン酸化が阻害された｡以上の結果により,DNA複製の初期反応において,Originlicensing後にCdc6
が速やかに開始複合体から解離する事が,cdc7によるMcm2-7複合体のリン酸化と,その後のOrigin
firingに極めて重要であることが示された｡論文提出者は以上の内容を原著論文 (Kundu,et.al.,Nuclet'c
Act'dsResearch,2010,38:5409-18.)として発表している｡
次に試験管内複製反応の阻害活性に重要な,cdc6のドメインの解析を行い,アミノ末端 ドメインが,
阻害活性に重要であることを明らかにした｡このアミノ末端 ドメインはHAT(ヒストンアセチル化酵素)
によりアセチル化修飾を受けることがヒトHeLa細胞において報告されていたため,HAT阻害剤である
vpAの効果を検討した｡その結果vpA存在下では,精製cdc6の添加によって試験管内複製反応が阻害
されなくなった｡これは,Originlicensing後の複製開始複合体からのCdc6の速やかな解離に,Cdc6の
アセチル化が重要であることを示唆する結果である｡最後に論文提出者は,DNA複製反応に重要であり,
Mcm複合体の-リケース活性に必須であるヒストンシャペロンFACTについて,そのクロマチン結合の
制御機構を解析した｡その結果,複製伸長反応の開始 (orignfiring)後にFACTがクロマチン-結合す
ることがDNA複製に重要である可能性を明らかにし,原著論文 (Kundu,et.al.,BiochimBL'ophysActa,in
press)を発表した｡
以上の成果は,DNA複製反応におけるCdc6を介した制御機構の重要性を明らかにするとともに,
DNA複製機構の全体像を理解する上でも重要な視点を提供するものである｡
よって,本論文は博士 (薬学)の学位論文として合格と認める｡
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